





ある｡ または, 印象向上の為, 魅力の高いチームや
グループを広告に登用することもある｡ このように,
われわれはグループとしての印象を知覚して判断し










(Chong & Treisman, 2003)｡ アンサンブル符号化
は, Ariely (2001) が円の大きさの平均について最
初に報告し, それ以降多くの手続き・刺激によって
確認されている (方位：Parkes, Lund, Angelucci,
Solomon, & Morgan, 2001; Attarha & Moore, 20
15 , 輝度：Bauer, 2009 , 色：de Gardelle &
Summerfield, 2011, 位置：Alvarez & Oliva, 2008,
数：Smith & Price, 2010, バイオロジカルモーショ
ンの歩行方向：Sweeny, Haroz, & Whitney, 2012,
顔：De Fockert & Wolfstein, 2009; Kermaer,
Ritchie, & Burton, 2015, 顔の性別：Haberman &
Whitney, 2007, 顔の表情：Haberman & Whit-




て) 定められていた｡ 一方で, 主観的価値判断にも
とづく印象評価について, 判断に必要な情報をアン
サンブル符号化して判断できるかどうかはあまり検














Judging the attractiveness of multiple male faces
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Observers can judge and summarize the attractiveness of multiple female faces. In the present study, we
investigated whether observers could judge and summarize the attractiveness of multiple male faces. First,
in Experiment 1, we successively presented two images consisting of four male faces and asked the partici-
pants to select the group that they believed to be more attractive as a whole. The results showed that the
participants could choose highly-attractive groups more than a chance level. This indicates that observers
are able to judge and summarize the attractiveness of multiple male faces. Additionally, little difference
was observed with regard to the choice probability between female and male faces. Next, in Experiment
2, we investigated the relation of the number of faces in a group and reaction time required to judge. The
results showed that as the number of faces increased, the reaction times also increased.
Key words: ensemble coding, face attractiveness, sexual dimorphism
の定量的指標が非対称を示すことはいくつかの研究
で報告されている (Liu & Chen, 2012; Cattaneo,
Schiavi, Lega, Renzi, Tagliaferri, Boehringer,
Carbon, & Vecchi, 2014)｡ Liu & Chen (2012) は,
画面上を動き回る多数の顔のうち, 複数 (この研究
では 5 つ) の標的顔を観察者が追跡する課題 (Mul
tiple－object tracking paradigm) において, 男性
顔が標的の場合の方が, 女性顔が標的の場合よりも




とを報告した｡ 他にも, 1 人の人物の顔の魅力を判
断する際に, 女性顔と男性顔では判断に用いられる
顔の物理的特徴 (性的二型) が異なることも知られ
ている (Perrett, Lee, Penton-Voak, Rowland,
Yoshikawa, Burt, Henzi, Castles, & Akamatsu,






異なる結果を示すか否か検討した｡ 実験 1 では, 4





















称性も報告されている (Liu & Chen, 2012;
Cattaneo, et al., 2014)｡
そこで実験 1 では, グループの魅力判断が男性顔
でも可能かどうか, また女性顔を対象にした場合と
の違いがあるかどうかを調べた｡ そのため, 男性顔










実験参加者 視覚に異常がない 18 歳から 23 歳ま




行研究 (鑓水・河原, 2014) と比較するため, 顔刺
激収集方法は先行研究の方法に準じた｡ 約 2000 枚
のオリジナルの顔について, 本実験には参加してい
ない 28 名の参加者が個別にビジュアルアナログス
ケールを用いて 1 から 100 の間で事前に各画像の魅
力を評定した｡ この結果にもとづき, 魅力が高いと
評定された顔 (高魅力顔) 28 枚, および低いと評






には楕円形の枠を重ね (観察距離 60cm で縦横の視
角は 3.9°×2.8°), 元画像に含まれる衣服, 髪型が
隠れるようにマスクした｡ 眼鏡などのアクセサリー
をつけた画像は用いなかった｡
4 人の顔で 1 つのグループを構成した｡ 参加者が
特定の位置に出る顔のみを注視することを防ぐため,
画面内の左右両方に 3×3 マスの見えない格子 (全
体の大きさは 20.4°×13.6°, 1 マスは 6.8°× 4.5°,
左右の格子間距離は 6.5°) を想定し, このうちの 4




ループの一方は標準グループであり, 高魅力顔 2 つ
と低魅力顔 2 つでグループを構成した｡ もう一方は
比較 (高魅力) グループであり高魅力顔 3 つと低魅




構成比率は 2 : 2 であり, 比較グループの構成比率
は 3 : 1 もしくは 4 : 0 である｡ 全てのグループは
Octave 上で動作させた Psychophysics Toolbox に
よって, 20.1 インチ液晶ディスプレイに呈示した｡
手続き 顔 4 人分を 1 グループとしたグループ 2
つを継時呈示し, どちらのグループの魅力が高いと
思うか参加者に回答を求めた｡ 参加者がスペースキー
を押した後に, 画面の左右片方に 1 グループ目を
1500ms 呈示し, 約 300ms の空白を挟んでもう片方
に 2 グループ目を 1500ms 呈示した｡ 2 つのグルー
プが呈示された後に反応開始の合図が呈示され, 参
加者は左か右のいずれのグループの魅力が高いと思っ
たかを, あらかじめ指定したキー (F または J) を
押して回答した｡
2 つのグループのうちの 1 つは必ず標準グループ
であり, もう 1 つは高魅力グループであった｡ 実験
は 120 試行であり, 高魅力グループの構成比率 2 つ
(3 : 1・4 : 0) は等しい頻度かつ無作為な順序 (先・
後) と位置 (左・右) で実施した｡
結 果
Figure 1A に, 実験 1 の構成比率 3 : 1 条件, 4 : 0
条件それぞれの高魅力グループの平均選択率を示す｡
また, 比較のため鑓水・河原 (2014) 実験 1 の女性
顔の結果も併せて示す (Figure 1B)｡ 両実験の手
続きは顔が男性顔か女性顔かが異なることを除いて
同一であった｡ 各実験に 17 名 (女性 10 名, 男性 7
名) ずつが参加しており, それぞれの実験に重複し
て参加した者はいなかった｡ 実験 1 の結果を構成比
率条件ごとに選択率とチャンスレベル (50％) を 1
サンプル t検定により比較したところ, 両構成比率
条件ともチャンスレベルより有意に高い選択率であっ
た (ts (16) ≧9.71, ps <.001, ds≧4.85)｡
顔の性別の影響を検討するため, 本研究実験 1 の
結果 (男性顔) と先行研究 (鑓水・河原, 2014) 実
験 1 の結果 (女性顔) を併せて分析した｡ この分析






かった｡ 呈示画像の性別 (男性顔, 女性顔) × 構
成比率条件 (3 : 1, 4 : 0) の 2 要因混合計画の分散
分析を行ったところ, 構成比率条件の主効果のみが
有意であり, 4 : 0 条件の選択率が 3 : 1 条件より高
かった (F (1, 32) ＝144.45, p<.001, p2＝0.82)｡ 顔
の性別の主効果 (F (1, 32) ＝0.02, p＝.89, p2<0.01)








た｡ すなわち, 実験 1 (男性顔画像) について, 参
加者の性別 (男性, 女性) × 構成比率条件 (3 : 1,
4 : 0) の 2 要因混合計画の分散分析を行ったところ,
構成比率条件の主効果のみが有意であり (F (1, 15)
＝121.03, p<.001, p2＝ 0.89), 参加者の性別の主効
果 (F (1, 15) ＝1.75, p＝.205, p2＝0.11) と交互作




実験 1 では, グループの魅力判断が男性顔でも可
能かどうか, また女性顔を対象にした場合との違い
があるかどうか明らかにすることを目的とした｡ そ









されている (Liu & Chen, 2012; Cattaneo, et al,
2014)｡ しかし, このことに反して, 男性顔の高魅






特徴を参照することになるため (Perrett, et al.,































だし, この結果は, 4 人グループを 1500ms ずつ呈
示した場合に限定される｡
そこで実験 2 では, 鑓水・河原 (2014) の実験 3
でも検討された通り, まずグループに含まれる顔の
数 (成員数) を増加させた｡ 鑓水・河原 (2014) で
は, 女性顔の数が 4 人から 8 人に増加したときに高
魅力グループの選択率がよりチャンスレベルに近づ
いた｡ 実験 2 では同時に, 指標として判断時間を追
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Figure 1. A. 実験 1 の参加者 17 名分の構成比率ごとの高魅力グループの平均選択率と標準誤差｡ 横軸は構成比率条件であり,
比較 (高魅力) グループにおける高魅力顔と低魅力顔の比率を示す｡ 縦軸は高魅力グループの選択率を示す｡ 点線はチャンス
レベル (50％) を示す｡ 高魅力グループの選択率はチャンスレベルよりも有意に高かった｡ B. 比較のため, 鑓水･河原 (2014)
実験 1 のデータ (N＝17) を併せて示す｡ 呈示された顔の性別が異なることを除き, 2 つの実験手続きは同一であった｡ 本研究
実験 1 と鑓水･河原 (2014) 実験 1 の結果の間に有意な差はなく, 構成比率の主効果のみが認められた｡
けることから (鑓水・河原, 2014), 顔のグループ
の魅力判断時にはグループ内の顔を逐次的に参照し
ていく方略が採られていることが示唆される｡ その








24 歳までの大学生・大学院生 14 名 (女性 9 名, 男
性 5 名) が実験 2 に参加した｡
刺激・装置 グループの成員数が 4, 8, 12 と変
















数は 4, 8, 12 の 3 条件であった｡ 実験 1 と同様,
参加者がスペースキーを押した後に, 画面の左右片
方に 1 グループ目を 1500ms 呈示し, 約 300ms の
空白を挟んでもう片方に 2 グループ目を呈示した｡
このうち 1 グループは必ず標準グループであり, も
う 1 グループは高魅力グループ (構成比率は 3 : 1
のみ) であった｡ 参加者は左か右のいずれのグルー
プがグループとして魅力が高いと思ったかを, あら
かじめ指定したキー (Fまたは J) を押して答えた｡




は 3 つの成員数条件について各 40 試行, 計 120 試
行を無作為な順で実施した｡ 高魅力グループの呈示





条件ごとの高魅力グループの選択率は 4, 8, 12 そ
れぞれ, 63.0％, 62.7％, 66.6％であった｡ 顔の成
員数条件ごとに選択率とチャンスレベル (50％) を
1 サンプル t 検定により比較した結果, 全ての成員
数条件においてチャンスレベルより有意に高い選択
率であった (ts (13) ≧4.46, ps≦.001, ds≧2.47)｡
高魅力グループの選択率には成員数の影響が認めら
れなかった｡ すなわち, 1 要因参加者内 3 水準の分
散分析を行ったところ, 成員数条件の主効果は認め
られなかった (F (2, 13) ＝1.06, p＝.36, p2＝0.08)｡










Figure 2A に示す｡ なお, Figure 2A 中に, 太い
破線で示されているのは, 参加者全員の平均である｡
また, Figure 2B には, 個人ごとに算出した回帰係
数を示した｡ 回帰係数が 0.57 を示した参加者につ
いては外れ値に当たるため (M＋2SD 以上), 次の
分析からは除外した｡
成員数がグループの魅力の判断時間に与える影響
を検討するために, 1 要因参加者内 3 水準の分散分
析を行った｡ 検定の結果, 成員数条件の主効果が認
められた (F (2, 18) ＝4.17, p<.05, p2＝0.32)｡ し
たがって, 成員数と判断時間の関係を確かめるため,
個人ごとに算出した回帰係数を用いて 1 サンプル t
検定を行った｡ 検定の結果, 回帰係数は正の値を示
す傾向にあった (t (9) ＝1.95, p<.10, d＝1.30)｡ 成
員数の増加に応じて判断時間が遅くなる傾向にある
といえる｡
複数の男性顔からなるグループに対する魅力判断 (鑓水 秀和・牧野 義隆・高橋 康介)
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考 察
実験 2 では, 成員数を増加させた場合に, 高魅力
グループの選択率と判断に要する時間がどのように
変化するかを測定した｡ 選択率の結果は, 本実験で
















は, 成員数 4, 8, 12 における選択率の違いは認め
られなかった｡ 女性顔のグループの魅力を検討した
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Figure 2. A. 実験 2 の高魅力グループ選択時の判断時間の平均 (破線) と個人ごとのデータ (実線)｡ 横軸は, 各グループに
おける成員数を示す｡ 縦軸は, 高魅力グループ選択時の判断時間を示す｡ B. 成員数における判断時間の変化を示す回帰係数｡








かを調べることとした｡ 実験 1 では, 4 人 1 組の男












































数 4, 8, 12 の場合における選択率の違いが認めら
れなかった｡ われわれは, 成員数とは関係のない制
限された数しかアンサンブル符号化できないかもし

















ろう (例えば, Cowan, 2000)｡
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